
平成２４年度入学者選抜における横浜国立大学アドミッション・オフィス入試及び推薦入試において課す 
大学入試センター試験の利用教科・科目について 

 
横浜国立大学では、平成２４年度入学者選抜におけるアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）及び推薦入試において課す大学入試センター試験の利用

教科・科目について、以下のとおりとしますのでお知らせします。 
なお、一般入試とは利用教科・科目が異なりますのでご注意ください。 
また、専門高校卒業生入試（経営学部夜間主コース）における大学入試センター試験の利用教科・科目の変更はありません。 

 
１．アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試） 

学   部 
学科・課程 

コース・教育プログラム 

大学入試センター試験の利用教科・科目名 平成２３年度 

入試からの変更点 教科 科目名等 【注１】 

教育人間科学部 

学校教育課程 

教科教育コース 

 

国語 

地理歴史

・公民 

理科 

数学 

 

外国語 

 

 

「国語」 

「世界史Ａ」、「世界史Ｂ」、「日本史Ａ」、「日本史Ｂ」、「地理Ａ」、「地理Ｂ」、 

「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」、「倫理、政治・経済」                         から３ 

「理科総合Ａ」、「理科総合Ｂ」、「物理Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生物Ⅰ」、「地学Ⅰ」から２又は１ 

「数学Ⅰ・数学Ａ」 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」、「工業数理基礎」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」 から１ 

「英語」、「ﾄﾞｲﾂ語」、「ﾌﾗﾝｽ語」、「中国語」、「韓国語」 から１ 

〔５教科７科目〕 

「倫理、政治・経済」 を追加 

理工学部 
建築都市・環境系学科 

海洋空間のシステムデザイン 
教育プログラム 

国語 

数学 

 

外国語 

 

「国語」 

「数学Ⅰ・数学Ａ」 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」、「工業数理基礎」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」から１ 

「英語」 

                         〔３教科４科目〕 

変更なし 

 
【注１】  １．「工業数理基礎」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」を選択解答できる者は、職業教育を主とする学科及び総合学科を持つ高等学校若しくは中等教育

学校においてこれらの科目を履修した者（旧教育課程でこれらに相当する科目を履修した者及び大学入学資格検定でこれらに相当する科目を合格し
ている者を含む。）及び専修学校の高等課程の修了（見込み）者に限ります。 

２．「英語」についてはリスニングテストを含みます。（「リスニングテスト」の免除を許可された者を除く。） 
３．教育人間科学部の『「地理歴史・公民」及び「理科」から３科目』の取り扱いについては、まず「地理歴史・公民」の得点の高い科目と「理科」の

得点の高い科目を、残りの１科目は「地理歴史・公民」及び「理科」のうち次に得点の高い科目を合否判定に用います。 
 

（１／２） 

から１又は２ 



２．推薦入試 
学   部 
学科・課程 

コース・教育プログラム 

大学入試センター試験の利用教科・科目名 平成２３年度 

入試からの変更点 教科 科目名等 【注２】 

理工学部 

化学・生命系学科 

国語 

地理歴史

・公民 

数学 

 

理科 

外国語 

 

「国語」 

「世界史Ａ」、「世界史Ｂ」、「日本史Ａ」、「日本史Ｂ」、「地理Ａ」、「地理Ｂ」、 

「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」、「倫理、政治・経済」 

「数学Ⅰ・数学Ａ」 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」、「工業数理基礎」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」 から１ 

「物理Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生物Ⅰ」 から２ 

「英語」、「ﾄﾞｲﾂ語」、「ﾌﾗﾝｽ語」、「中国語」、「韓国語」 から１ 

                        〔５教科７科目〕 

「倫理、政治・経済」 を追加 

理工学部 

建築都市・環境系学科 

地球生態学教育プログラム 

国語 

地理歴史

・公民 

数学 

 

理科 

外国語 

 

「国語」 

「世界史Ａ」、「世界史Ｂ」、「日本史Ａ」、「日本史Ｂ」、「地理Ａ」、「地理Ｂ」、 

「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」、「倫理、政治・経済」 

「数学Ⅰ・数学Ａ」 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」、「工業数理基礎」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」 から１ 

「物理Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生物Ⅰ」、「地学Ⅰ」 から２ 

「英語」、「ﾄﾞｲﾂ語」、「ﾌﾗﾝｽ語」、「中国語」、「韓国語」 から１ 

                        〔５教科７科目〕 

「倫理、政治・経済」 を追加 

 
【注２】  １．「工業数理基礎」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」を選択解答できる者は、職業教育を主とする学科及び総合学科を持つ高等学校若しくは中等教育

学校においてこれらの科目を履修した者（旧教育課程でこれらに相当する科目を履修した者及び大学入学資格検定でこれらに相当する科目を合格し
ている者を含む。）及び専修学校の高等課程の修了（見込み）者に限ります。 

２．「英語」についてはリスニングテストを含みます。（「リスニングテスト」の免除を許可された者を除く。） 
３．理工学部で「地理歴史・公民」の受験において２科目を受験している場合は、いずれか得点の高い科目を合否判定に用います。 

 
 
 
 
 
 
 

（２／２） 

から１ 

から１ 


